10月ラグーナ合同レース参戦記
～MCC1位、総合2位～
SUPER WAVE Ⅵ　河村
ラグーナ合同レースには、MCCからHornetとSUPER WAVE Ⅵ（以下、S.W.）の2艇、
ラグーナから12艇の合計14艇が参加。
いつもは6～8名の乗員が揃うS.W.だが、この日は僅か4名（井上、澤田、河村、助っ人竹内氏）、しかも天候は昼頃吹き上がる予報。
従って、朝8時半のマリーナ集合時、今日のレースは参戦するにしても第1レースのみで、強風予報の第2レースは無理かなと思いながら艤装に取り掛かる。
第1レースは10～15knotの北西風、レースプランは、ジブはアンダー気味だが4名なのでNo.3、スピンは安全優先で判断、スタートは下寄りから出てスターボレグを延ばし左海面展開、タックは最少回数。
第1レグは風も若干西にシフトし、プラン通りの展開となり、Sparky Racing、CIERVO
に続き上マーク3位回航。第2レグは4人で何とかスピンUP、但し、ジャイブ・下マーク回航は人数不足が否めず、PARAPHRENIAN、Boomerang、Narumiに抜かれる。
第3レグは風のシフトを上手く捉えて挽回、最終第4レグもスピンランを何とかこなし、着順4位フィニッシュ。修正順位はJ24に続く総合2位。
風が吹き上がる中、第2レース開始。この風ではスピンはやめておこうと4人で確認し参戦。第1レース同様のプランで臨むが、スタート1分前、強風シバー中にジブがフォアステイに絡んで操縦不能となり張り直しているうちに、スタートのフォーン。1分半程遅れて、ポートでスタートラインを切る。

第1レグ途中から風が15～20knot超に上がり、他艇はトラブル等も続出、S.W.はその後のレグを無理する事なく上手く走れて順位を挽回。フリーは、スピンはやめジブの観音開きを竹内氏がスピンポールでコントロール。瞬間的には25knot迄吹き上がる中、真ラン迄落とせ、ブローチングも回避、最短コースを帆走。第1レース同様、着順4位フィニッシュ。修正順位もJ24に続く総合2位。
特に第2レースは強風下ジブトラブルによるスタート出遅れにも拘らず、4人でほぼノーミスのクルーワ－クで諦めずに走り切り、挽回出来た充実のレースでした。
